
 
 
 
 

 

報道関係者各位 

Abnormal AI 

Abnormal AIが提供する法人向け​

メールセキュリティプラットフォームをソフトバンクが販売開始 

2026年9月8日 

AIネイティブな行動解析セキュリティ企業であるAbnormal AI（本社：米国ネバダ州ラスベガス、以下

「Abnormal AI」）は本日、ソフトバンク株式会社（以下「ソフトバンク」）が、日本国内の法人のお

客様向けにAbnormal AIのメールセキュリティソリューションの販売を開始したことをお知らせしま

す。Abnormal AIは2025年より日本で事業を展開しており、光山 慶がJapan Country Managerとして

統括しています。ソフトバンクが Abnormal AIのメールセキュリティソリューションの販売を開始する

ことにより、この日本国内での展開はさらに拡大し、ソフトバンクの法人営業網を通じて、より幅広

い法人のお客様にAbnormalのサービスが届くようになります。 

 

背景 

フィッシングやビジネスメール詐欺(BEC)をはじめとするソーシャルエンジニアリングを悪用した攻撃

は、日本国内でますます巧妙化しています。警察庁によると、フィッシング対策協議会が集計した

2025年のフィッシングの報告件数が245万4,297件に達しており（※）、企業が直面する課題の大きさ

を浮き彫りにしています。 

Abnormal AIは、独自の行動解析基盤モデルによって、このようなソーシャルエンジニアリング攻撃に

対応するために設計されています。同モデルは組織内のメール、ID、ベンダー、業務フローにわたっ

て、環境全体で「何が正常なのか」を深く理解します。攻撃、侵害、リスクなど、このベースラインか

ら外れる事象が発生した場合、Abnormal AIの行動解析セキュリティプラットフォームはルールやシグ

ネチャに依存せずに、未知の脅威を含めて自動的に検知・修復します。 

従来型のメールセキュリティゲートウェイは一般的に、MXレコードを変更してメールの経路そのもの

を切り替える必要がありますが、Abnormal AIはMicrosoft 365やGoogle WorkspaceにAPIで直接接続

するため、その必要がなく、短期間でスムーズに導入できることが特徴です。 

 

https://abnormal.ai/ja/newsroom/press-releases/abnormal-ai-expands-japan


 
 
 
Abnormal AIのソリューションがソフトバンクの法人顧客に提供されることにより、Microsoft 365や

Google Workspaceを導入しているより多くの企業への展開が加速されます。 

 

Abnormal AI Inc. CEO Evan Reiserのコメント 

「Abnormal AIの使命は活動地域を問わず、すべての組織を巧妙化・進化する攻撃から守ることです。

この使命こそが、ソフトバンクとの協業を通じて日本へのコミットメントを一層強化する理由です。

メールを悪用したサイバー攻撃はますます高度化する中、当社の行動解析AIプラットフォームをより

多くの日本企業にお届けできることを嬉しく思います。ソフトバンクとともに、進化するサイバー脅威

に先手を打つために必要な防御を、日本のお客様に提供してまいります。」 

 

Abnormal AI Japan Country Manager 光山 慶 のコメント 

「当社は日本のお客様から、世界中の他のマーケットと同様の意見を多数いただいております。それ

は、従来型のルールベースのツールでは、今日のメール攻撃のスピードに追いつけないという課題で

す。ソフトバンクの幅広い顧客基盤と厚い信頼関係のおかげで、これまで当社単独では届けられなかっ

たお客様にも、Abnormal AIの防御をお届けできることを大変嬉しく思います。」 

 

ソフトバンク株式会社 常務執行役員 森田 朋愛 氏よりエンドースメントをいただきました。 

「お客様のセキュリティ課題は年々複雑化しており、メールを起点とした攻撃への対策は急務です。

Abnormal AIとの協業により、当社のセキュリティポートフォリオを強化し、お客様に安心してご利用

いただけるソリューションを提供してまいります。」 

 

Abnormal AIのメールセキュリティソリューションの日本での販売については、ソフトバンクの営業担

当者にお問い合わせいただくか、abnormal.ai/jaをご覧ください。 

 

免責事項 

本発表に含まれる将来の出来事や業績に関する見解や予測を示す記述は、将来の見通しに関するもの

であり、現時点での前提に基づいています。実際の結果はこれらと大きく異なる場合があります。

Abnormal AIは、これらの記述を更新する義務を負いません。 

 



 
 
 
出典 

※警察庁、フィッシング対策協議会のデータに基づく「令和7年におけるサイバー空間をめぐる脅威の

情勢等について」 

https://www.npa.go.jp/publications/statistics/cybersecurity/data/R7/R07_cyber_jousei.pdf 

 

Abnormal AIについて 

Abnormal AIは、行動解析AIセキュリティプラットフォームのリーディングカンパニーです。通常の行

動を逸脱する「異常」を検知する技術により、ID(アイデンティティ)や行動を分析し、メールおよび連

携アプリケーション全体における巧妙な攻撃や乗っ取られたアカウントを特定します。Abnormal AI

は、Microsoft 365やGoogle WorkspaceとのAPI連携により数分で導入可能であり、Slack、Workday

、ServiceNow、Zoomなど、その他のクラウドアプリケーションに対する追加の保護機能も提供して

います。Abnormal AIは、Fortune 500企業の25％以上を含む、数千の組織から信頼を得ています。詳

細はabnormal.ai/jaをご覧ください。 

 

本リリースに関するお問い合わせ先 

Abnormal AI Inc.  

広報担当: media@abnormal.ai 

http://abnormal.ai/ja

